
まずはこちらの事例写真をご覧下さい！
【なぜ近年の屋根材は安易に塗装してはいけないのか？】

日頃ポスティング業務を行なっている際に、この屋根材に塗装工事を行なってしまったお宅を良く目にします。

どのような御提案を受けられたのか？疑問です。お話しさせていただいた方々の中には知り合いの業者でそう

されたしまったというケースもあるようです。大変お気の毒です。

[事例Ａ ： 近年一番問題になっている屋根材です] 

屋根材（スレート）本体が、ミルフィーユの様に層になって剥がれ崩れていく症状です。 
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※危険ですの

で絶対に屋根

には上らない

で下さい。 

[事例B ： 割れやかけ落ちが多い屋根材です] 

屋根材（スレート）本体が、割れてかけ落ちしていく症状です。 

本体内部が空洞化しています。 

この屋根について、裏面も是非ご覧下さい！ 

劣化が進むと 

更に劣化が進むと 

かけ落ち前のヒビ割れ発生。 かけ落ち多発。 


